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年末年始スキー客八込許散調査
令

■

スキー場
1-2月 29日午 二月3日入込数て人)

苗場 228, 000 213, 000 7.0

三国 1, 180 1, 560 △ 24. 4

かぐら田代 9, 800 9, 300 5,4

かぐらみつまた 29, 300 27, 600 62

神立高原 14, 620 49, 240 △ 70. 3

岩原 61, 600 77, 000 △ 20. 0

湯沢パーク 10, 600 11, 700 △ 94
湯沢中里 27, 500 31, 600 △ 13.0

中里スフーウツド 7, 070 6, 920 2.2

土樽 460 330 39, 4

)し―デンス湯沢 1, 370 2, 040 △ 32. 8

湯沢高原 9, 770 8, 560 14.1

布場 5,310 6, 540 △ 18.8

布場フアミリー 3, 600 3, 530 2.0

一本杉 4, 330 4, 330 0.0

加山キヤプテンコースト 5,410 6, 760 △ 20. 0

CALA湯 沢 22, 410 16. 410 36. 6

NASPAスキーガーデン 15, 850 17, 150 △ 7.6
合計 458, 180 493, 570 △ 7.2

ャ
ノ

こ
の
年
末
年

始

は
、
す

べ
て
の

ス

キ
ー
場
で
滑
走
可
能
で
し
た
が
、
長
引

く
不
況
や
ス
キ
ー
人
口
の
減
少
な
ど
の

影
響
で
、
一剛
年
を
下
回
り
、
４５
万
８
，
１

８
０
人

全
削
年
比
９２

・８
％
）
で
し
た
。

方
面
別
で
は
県
内
か
ら
の
ス
キ
ー
客

が
約
４
万
１
千
人
、
県
外
か
ら
が
約
３８

万
５
千
人
で
、
関
東
方
面
か
ら
が
全
体

の
８４
％
を
占
め
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
は
、
約
１７
万
６
千

人
と
１０
％
減
少
し
ま
し
た
。

確定申告のお知らせ 。rゃ Ⅲ奇豪ψ苺め,2～ 3
高額受領委任払制度が実施されます か。こ,4
湯沢児童クラブを利用してみませんか ?・ 。5

町の奨学金貸与と就学援助・ "井 。4 Ⅲ Ⅲお6
湯沢町臨時職員登録者募集・ むt予 う0こ 好7

魚沼消防署湯沢分署からのお知らせ こい。や8

お知らせ 輩け“
0強 Ⅲ Ⅲ O様 毎年0縦 "抒 9～ 10

2月 の暦・・・ ,・ ●むケ◆0こ 伊●0こ 予11
2月 の救急診療当番・・・ 4い 0,お い0● 12
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確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

申
寺
き
は
、
自
分
で
き

い
て
お
手
め
に

所

得

税

０
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や

建
物
を
売

っ
た
場
合
な
ど
は
、
確

定
申
告
が
終
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ラ
リ
ト
マ
ン
の

方
で
も
給
与
の
年
収
が
２
，
０
０

０
万
円
を
超
え
る
と
き
や
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
と

き
は
、
確
定
申
告
が
強
要
で
す
。
ギ

●
納
税
は
期
限
内
に

平
成
１５
年
分
の
確
定
申
告
に
よ

る
所
得
税
の
納
期
限
は
３
月
１５
日

（月
）
て
す
。
便
利
な
振
替
納
税
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

小
千
谷
税
務
署

ｍ
０
２
５
８

●
８３

・
２
０
９
３

０
申
告
が
必
要
な
方
　
　
　
　
　
／

平
成
Ｉ６
年
―
月
十
日
現
在
、
湯

沢
町
に
住
ん
で
い
た
人
は
住
民
税

（町
・県
民
税
）
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
方

は
申
と
の
蜂
妥
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
税
務
署
に
平
成
１５
年
分
の
確
定

申
告
書
を
提
出
し
た
人

②
平
成
１５
年
中
の
所
得
が
給
与
の

み
で
年
末
調
整
済
み
の
人

※
‐５
年
途
中
で
就
職

・
遅
我
し
た

人
で
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な

い
人
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除

等
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申

告
が
強
要
で
す
。

●
申
告
相
談
の
日
程

２
月
十
日
（日
）
に
新
聞
折
込
予

定

の

「住
民
税
の
申
告
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
及
び
預
金
通
帳
等
口
座
番

オ

（

子
の
わ
か
る
も
の
　
　
　
　
ィ

②
給
与
及
び
年
金
を
受
給
し
て
い

る
ガ
は
源
え
微
収
黒

③
事
業
を
し
て
い
る
方
は
快
支
明

´

細
書
及
び
そ
の
資
料

収

支

の
，内

容

が
わ

か

る

の
は
、

本
人
だ
け
で
す
ｃ
ｘ
ず
、
中
自ヽ
分

て

き

て

共
ヽ

佳
２
月
１６
日

（月
）
か
ら
３
月
１５
日

（月
）
ま

´
で

民

税

〉

④
不
動
産
や
配
当
所
得
）
で
の
他

の
快
入
の
あ
る
方
は
、
そ
Ｑ
資

料
⑤
各
種
控
除
を
費
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
そ
の
領
収
書
や
証
明
書

ご
自
分
の
相
談
日
以
外
の
日
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
多や
ら
か

じ

め

ヨ

雪

∃

到

咽

「

州

司

刊

【連
絡
卜
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
住
民
税
係

胆
７
８
４

ｏ
３
４
５
２

 ヽ_リ

留
0

住宅借入金等特別控除を受けるための

確定申告書作成説明会
住宅□―ン等を利用してマイホーム新築や購入、増改築をされた方で、

一定の要件にあてはまれば、住宅の用に供した年から 10年間、住宅借入金

等特別控除を受けることができます。この控除を受けるためには、確定申

告ガ必要ですが、その書き方と内容についての説明会ガ開催されます。

【日時】 2月 3日 (火)1回目年前 10時～ (受付 :午前 9時 30分～)
2回目年後 1時 30分～ (受付 :年後 1時～)

【会場】サンライズ六日町 (六日町坂戸 399-1)
【間い合わせ】小千谷税務署 TEと 0258-83-2093

湯沢町役場税務課 T[L784-3452
◎住宅借入金等特別控除の内容

借入残高の限度額は 5,'000万円。床面積 50■f以上が対象。
・居住の用に供する時期ガ

平成 13年 7月 1日～平成 15年 12月 31日の場合は
1～ 10年目 :借入残高×1%(最高50万円まで)

※ただし、「住宅用財産の買替・交換」「住宅用財産の譲渡の特別控除」等

の特例を受けた場合は、該当しません。

広報ゆざわ Hほ 1.25  (2)



◎経費目安割合
(一年間の農業収入金額の内)

望 峯 二
卒

一

※農家のみなさんが、実際どの経費目安割合を使用して声告

するかは、その年の収入金額を田作物収入。畑作物収入・果

樹栽培収入。施設作物収入に分類し、最も収入金額の多い区

分の経費目安割合を使用して所得計算することになります。

経費目安割合には、苗代・肥料代・農薬代 。減価償却費等す
べての経費が含まれています。

◎基準金額

※農業所得を収支計算される方で家事消費等の金額が不明な場合は、この基準金額を参考に

計算しても差し支えありません。

田作物の農業収入が一番多い人 85%が経費

畑作物の農業収入が一番多い人 78%が経費

果樹栽瑠作物の農業収入が一番多い人 71%が経費

施設作物の農業収入が一番多い人 87%が経費

経
費
目
安
割
合

0必要経費の計算
A収入金額計   経費目安割合   B必 要経費
4,000,000円  X 85% =  3,400,000円

0所得金額の計算
A収入金額計   B必 要経費       所得金額
4,000,000円 下3,400,000円 =  600,000円

①定④のうち米収入が一番多いので田作物が中心と

なり、田作物用の経費目安割合 85%を使用します。

計算例
A収入金額計
4, 000, 000円

①米収入 (田作物)
②野菜収入 (畑作物)
③果樹収入 (果樹栽培)
④ハウス野菜収入 (施設作物)

000円

000円

000円

000円

０

０

０

０

０

０

０

０

５

７

８

０

0収入金額の計算
!    ①十②十③+④ =

米の家事消費

(贈答米も含む)

販売価格の平均単価
いずれか 1つを選ぶ

23,400円 (60kg当 り)

米の種子用
販売価格の平均単価

いずれか 1つを選ぶ
15,000円 (60kg当 り)

畑作物の家事消費

販売価格の平均単価

いずれか 1つを選ぶ
59,500円 (10a当 り)
(専ら家事消費に充てるために耕作する場合)

15, 200円
(3歳以上の常住家族 1人当り)



２
月
か
ら

平
成
１４
年
１０
月
１
日
の
老
人
保
健
等
の
改
正
に
よ
り
、
外
来
受
診

の
際
に
は
１
割
か
ら
２
割
の
窓
口
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２
月
１
日
か
ら
、
皆
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
の

外
来
受
診
に
つ
い
て

「高
額
受
領
委
任
払
制
度
」
を
実
施
し
ま
す
。

◎
窓
口
負
担
の

一
定
額

（自
己
負

担
額
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
対
象
は
…

■
「老
人
保
健
」
の
方

■
「国
保
の
前
期
高
船
者
」
の
方

（国
保
の
７０
歳
以
上
で
老
人
保
健

で
な
い
方
）

※
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

○
公
費
負
担
医
療
、
県

及
び
市
町

村
単
独
医
療
費
助
成
事
業

（県

障
な
ど
）
受
給
者
の
方

ｏ
在
宅
総
合
診
療
料
算
定
の
方

ｏ
丈
通
事
故
の
場
合

一嗚
彗

Ｏ
国
保
被
保
険
者
資
格
証
明
書
が

発
行
さ
れ
て
い
る
方

ｏ
労
働
災
害
の
場
合

ｏ
被
用
者
保
険

（社
保
）
加
入
者
の

方
（老
人
保
健
受
綸
者
は
除
ぐ
）

◎
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
，

る
方
は
医
療
機
関
又
は
保
険
薬

局
の
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ

tヽ

■
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場

合

に
限
ら
れ
、
―
．
ヶ
月
ご
と
に

「申
請
書
」
が
姓
妥
で
す
。

■
保
険
証
、
老
人
保
健
受
給
者
証
、

高
船
者
受
給
者
証
、
減
額
誕
定

証
を
お
持
ち
の
方
は
提
示
し
て

く
だ
さ

い
。

（町
民
批
が
非
課
税
世
帯

の
方
は

「減
額
′誕
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
自
己
負
担
限
度

額
の
金
額
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
）

詳
し
く
は
…

住
民
課
国
保
年
金
係

ＴＥＬ

７

８

４

ｏ

３

４

５

３

※一つの医療機関 (総合病院は受診科目ごと)及び保険
薬局での lヶ 月の金額です。メ

地籍翻甕鹿蒐の椅純ら輸
平成 14年度に一筆地調査等を実施した地籍調査区域 (大字土樽中里地区の一部及び古野地区の一部)
の地籍簿及び図面が作成されましたので、下記日程により閲覧を行います。

問覧をすることは、皆さんの土地の境界等を確定するうえで最も重要なことです。関係者の皆さんは、

印鑑 (認印可)を持参のうえ、必ず問覧くださいますようお願いします。

所得区分 一部負担金割合
自己負担限度額額

(lヶ 月)

非課税世帯・ I 1割 8,000円

非課税世帯・ Ⅱ 1割 8,000円

課税世帯 (一般) 1割 12, 000円

課税世帯 (上位) 2割 40,200円

し
）

Ｊ
寧

9

場

一

Ａ
富 期 間| ■■ |■● I、

■tr       i.■ ||   .IⅢ ::i
■●|■l● 1時,F髯1・ |||

農山村開発総合センター
2月 9日 (月 )～ 2月 18日 (水 )
(但し土曜日、日曜日、祝日は除く。)

午前 9時 30分～午後 4時 30分

湯沢町役場西館 1階管財課

2月 19日 (木)～ 2月 29日 (日 )
(土曜日、日曜日は除く。ただし28日 (土 )

及び 29日 (日 )は閲覧を行います。)

午前 9時～午後 5時

広報ゆざわ H16.1.25  (4)

【問い合わせ】 管財課国土調査係 冊[784-2611



ヽ

々サヽ・、Ｐ■フ学

ヤ́
み
赤

募

単

４
フ

，

，

゛

ヽ

デ

湯
沢
児
童
ク
ラ
フ
で
は
、
利
用
を
希

望
し
て
い
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
平

成
１６
年
度

（４
月
か
ら
）
に
利
用
を
希

望
し
て
い
る
方
は
申
込
く
だ
さ
い
。

【場
所
】

楽
町
会
館

（湯
沢
児
童
ク
ラ
フ
）

【日
時
】

平
日
、
土
曜
日

…
下
校
時
～
年
後
５
時
３０
分

春

・
夏

・
冬
休
み

…
年
前
９
時
～
年
後
５
時
３０
分

瑠

象
】
　
　
　
　
　
・

湯
沢
町
に
住
所
を
有
し
、
小
学
校
に

入
学
し
て
い
る
概
ね
１０
歳
未
満
の

児
童
。

※
原
則
と
し
て
１
年
間
を
通
じ
て
利

用
で
き
る
児
童
。
　
　
　
ゞ

※
児
童
の
送
迎
は
、
保
護
者
の
責
任
で

お
願
い
し
ま
す
。

【利
用
料
金
】

・
１
人
に
つ
き
、
月
額
７
，
０
０
０
円

（お
や
つ
、
保
険
代
等
は
実
費
）

【募
集
人
数
】

２０
人
程
度
。
（保
護
者
の
勤
務
状
況
、

児
童
の
家
庭
環
境
等
を
考
慮
の
上

選
老
し
ま
す
。
）

雲

集
期
間
】

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

（平
成
１６
年
４
月
か
ら
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
２
月
１６
日

（月
）
ま
で

に
利
用
申
請
善

の
提
出
を
お
廠
い

し
ま
す
。
）
　

　

　

・
　

　

・

※
利
用
申
請
書
は
、
湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
、

中
央
保
育
園
、
湯
沢
保
育
園
、
住
民

課
に
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
」

【入
所
決
定
】
　
　
　
　
　
，

利
用
月
前
月
の
中
旬
頃
に
は
、
保
護

者
に
通
知
し
ま
す
。

【間
い
合
わ
せ
】

住
民
課
保
育
係

ｍ
７
８
４

・
３
０
０
１

湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ

砒
０
９
０

・
５
７
９
０

ｏ
２
４
１
７

ヽ

学

冬

ヤ
ヤ
、 授

将

！

エ

ど収
　
ャ々

′ヽ

技

〉
η

ゝ
　

　

ヽ
　
　

／
　

　

４

ｔ

ｉ
ｔ
，
く
　
イ
　
゛
い　
ヽ

ドイ
■
ャ持

ｉ
ｒ
牛

れ

夕

学
予
′

ウ
（

′て
ヽ，

ｉ

じ

税
務
課
資
産
税
係
か
ら

０
住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
の
軽
減

居
住
の
用

・
Ｉｔ
供
す
る
家
屋
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

に
よ
り
固
定
資
産
税
ガ
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
平
成
１５
年
中
に
家
屋
の
用
途
ガ
居
住
用
か
ら
居

住
用
で
な
く
な
っ
た
場
合
や
そ
の
逆
の
場
合
な
ど
変
更
が
あ
つ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
湯
沢
町
税
条
例
に
よ
り
、
そ
の
旨
の
申
告

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
の
期
限
は
１
月
３‐
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申

告
し
て
い
な
い
方
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
次
の
よ
う
な
場

合
が
該
当
し
ま
す
。
　
マ
　

．

■
民
宿
を
廃
業
し
、
客
島
だ

っ
た
部
屋
を
す
べ
て
住
宅
に
し
た
。

■
店
舗
の

一
部
を
改
装
し
て
、
従
業
員
寮
と
し
た
。

■
住
宅
Ｑ

下
部
を
改
装
し
て
、
店
舗
を
開
業
し
た
。

②
償
却
資
産
の
申
告

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
所
有
状
況
を
１
月
３‐
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
１２
月
に
お
送
り
し
た
申
告
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
（専

用
の
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
用
紙
で
申
告
し
て

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
）

な
お
、
昨
年
中
に
資
産
の
増
加
・減
少
ガ
な
か
っ
た
場
合
、や
営

業
を
や
め
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

【申
告

・
問
い
合
わ
せ
】

Ｏ
②
と
も
税
務
課
資
産
税
係
へ
ど
う
ぞ
。

硼
７
８
４

●
３
４
５
２

い

, 1月 は「食 を考 え る 月間」で す     、
おせち料理や七草がゆなど、1月 は地域の特色をいかした食文化に触れる機会が多くなる季節。また、お正月休

みの帰省などで家族が集まりやすいこの時期は、郷土料理などを通じて、伝統的な食文化を伝え、「食」とこついて

語り合う絶好の機会です。こうしたことから、毎年二月は「食を考える月間」として、食の安全・安心や食文化、

食生活などについて考えるきっかけとなるような、さまざまなイベントが全国で行われています。

生涯を通じて健全で安心な食生活を送るためには、「食」に対する正しい知識を得て、望ましい食生活を実践す

ることが欠かせません。こうしたイベントをきっかけとして、食に関して学んだり、考えたりしてみませんか。
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ご
利
用
く
だ
さ
い

■イ'

ェ ン

修
学
の
意
欲
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
者
に
対
し
、
町
の
予

算
の
範
囲
内
で
奨
学
金
を
貸
与
す

る
制
度
で
す
。

【奨
学
生
の
資
格
】

①
湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
者
の

子
弟
で
あ
る
こ
と
。

②
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大

学
、
大
学
院
、
専
修
学
校
又
は
各

種
学
校
等
に
在
学
し
、
他
の
公

的
奨
学
金
の
給
与
又
は
寄
与
を

受
け
て
い
な
い
者
。

③
心
身
と
も
に
健
全
で
修
学
に
意

欲
の
あ
る
者
。

④
世
帯
の
前
年
の
所
得
税
の
合
計

額
が
開
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

【貸
与
額
】

●
高
等
学
校
又
は
専
修
学
校
の
高

等
課
程
等

…
月
額
２
０
，
０
０
０
円
以
内

●
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
専

修
学
校
の
専
門
課
程
等

…
月
額
５
０
，
０
０
０
円
以
内

【貸
与
期
間
】

貸
与
決
定
の
月
か
ら
在
学
す
る

学
校
の
最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま

で
。

〉

【貸
与
利
息
】

貸
与
利
息
は
無
利
子
で
す
。

【返
還
期
間

・′方
法
】

貸
与
を
終
子
し
た
翌
年
度
か
ら

貸
与
を
受
け
た
年
度
数
の
２
．
５

倍
の
年
数
で
、
半
年
賦
で
の
返
還

（半
年
毎
の
支
払
い
）
と
な
ゲ
ま
す
。

【申
請
受
付
期
間
】
　
　
　
　
″

３
月
１５
日

（月
）
ヽ
３‐
日

（水
）

※
平
成
１６
年
度
の
申
請
者
は
、
こ

の
期
間
内
で
取
り
ま
と
め
ま
す

が
、
予
算
の
範
囲
内
で
年
度
途

中
で
も
随
時
受
付
し
ま
す
。

経
済
的
理
由
等
に
よ
り
、
就
学

・

困
難
な
児
童
生
徒
が
、
義
務
教
育

を
円
滑
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

な
お
、
認
定
ば
単
年
度

の
で
、
現
在
認
定
さ
れ

よ
う
、
学
用
品
費
や
給
食
費
等
の

一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

保
護
者
の
申
請
に
基
づ
き
教
育

委
員
会
が
そ
の
内
容
を
審
査
し
そ

認
定
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
．

で
も
申
請
が
必
要
で
す
。

【申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
申
請
書

（教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
に
あ
り
ま
す
。
）

②
添
付
書
類

●
町
民
税
の
課
税
証
明
書
、
確
定
ド

申
告
書
の
写
し
、
源
泉
徴
収
票

な
ど
所
得
を
確
認
で
き
る
も
の

●
児
童
換
養
手
当
を
受
け
て
い
る

場
合
に
は
、
最
新
の
児
童
扶
養

手
当
の
証
書
又
は
認
定
通
知
書

の
写
し

●
世
帯
更
生
資
金

（生
活
福
祉
資

金
）
の
貸
付
を
受
け
て
い
る
場

合
に
は
、
世
帯
更
生
資
金
の
貸

付
決
定
書
の
写
し

●
町
民
税
、
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
年
金
掛
金
、
国
民
健
康
保

険
料
（税
）
の
減
免
及
び
免
除
を

受
け
た
場
合
は
そ
の
決
定
通
知

書
の
写
し

【申
請
受
付
期
間
】

３
月
１５
日

（月
）
～
３‐
日

（水
）

◇
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（阻
７

８
４
●２
２
１
１
）
へ
お
聞
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
と
で
す

て
い
る
方

１
日
で
も
早
い
下
水
道

へ
の
接
続
を
，

指

定

工

事

店

工

事

の

施

主

^  ④計画i確認諏気l

湯

沢

町

⑥工事字了用

の工事字了織春・綸杏済部の在付
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平成 161年度 湯沢町臨時職員登録者募集

tヽ せ

総務課人事給与係 T巳 784-3451  ・        声        ,
※登録者が多数1ちちた場合等〔登録tヽただいてお穏用できないことおtあと

':ま

す0てゝ、あらかじめと
~了
承くだ

さtヽ .

※保健業務補助の職種では、検診・相談 。訪聞等の補助をしていただきます。

a 、,i

3
と

_ヽ='

‐２
月
１７
日
、
１１
月
２０
日
に

行
わ
れ
た
総
決
起
大
会
を

受
け
て
、
湯
沢
高
校
の
明
日

を
考
え
る
会
（高
山
　
昇
会

長
）
の
７
人
で
、
新
潟
県
教

育
委
員
会

へ
湯
沢
高
校
の

存
続
に
つ
い
て
陳
情
に
行

き
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
は
、
五
十

嵐
教
育
次
長
（写
真
左
か
ら

‥
人
目
）
が
応
対
し
ま
し
た
。

湯
沢
高
校
の
明
日
を
考

え
る
会
の
皆
さ
ん
は
、
湯
沢

高
校
の
存
続
に
つ
い
て
、
強

く
要
望
し
て
い
ま
し
た
。

湯
沢
高
機
の
存
続
に
つ
い
て
陳
情

事務補助

高卒以上の学歴を有し、

平成 16年 4月 2日 時点

で年齢 18歳以上49歳以

下

役場または

町施設

140, 700円

(通勤費支給、

期末手当なし)

保育士

保育士資格または幼稚

国教諭免許を有し、平成

16年 4月 2日時点で年

齢 49歳以下

町立保育園

151, 500円 ^ψ

(通動費支給、

期末手当なし)

給食調理員

栄養士の資格または調

理師免許を有し、平成

16年 4月 2日時点で年

齢 18歳以上 59歳以下

町立保育園等

145, 500円～

(通勤費支給て

期末手当なし)

保健業務補助及び

ケアマネージャー

保健師、助産師、(准)看

護師いずれかの免許 (ケ

アマネージャーはケア

マネージャーの資格)を

有 し、平成 16年 4月 2

日時点で年齢 49歳以下

保健センター

(総合福祉セン

ター内)

157, 500円～

(通勤費支給、

期末手当なし)

学童保育

(放課後児童指導員)

※平日4時間勤務
通常は午後

保育士資格又は教員資

格等を有し、平成 16年

4月 2日時点で年齢 59

歳以下

湯沢児童クラブ

(楽町会館内)

133,49o円～

(通勤費支念

期末手当なし)

※4時間勤務の場合
78, 800円 ～

特殊学級介助員

及び補助教員

教員資格等 (介助員につ

いては保育士資格でも

可)を有し、平成 16年 4

月2日 時点で年齢 59歳

以下

町内小中学校

157,500円～

(通動費支給、

期末手当なし)

【福利厚生】
厚生年金保険、健康保険、雇用保

険及び労災保険については、法

今の定めるところにより加入 し

ます。

【雇用期間】
5ヶ 月以内。ただし、蜂妥に應 じ

て、|ケ 月離載 した後 5ヶ 月以内

の範囲で廷長する場合 もありま

す。 (十 日の勤務時間が少ない学

童保育ギ特殊学級介助員につい

ては取り扱いが異なります。)

【応募方法】

市販の履歴言に所要事項を記入

し、登録に蜂要な資栓証、
″
免許証

の写しを添付のうえ、役場総務

課に提出してください。なお、再

登録の方については履歴書の写

真及び資格証、免許証の写しは

不要です。

【募集期間】  I     ′

4月 から採用を希望する方は、2

月27日 (金)ま でにお申し込み

ください。それ以外の方は、随時

受‖サ付けます。     , 1
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魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署
か
・ら
一の
一お
一知
ら
せ

靴
７
８
４

・
３
３
７
７

文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、

昭
和
２４
年
十
月
２６
日
に
現
存
す
る

世
界
最
せ
の
木
造
建
建
物
で
あ
る

法
隆
寺

（《
文
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂

が
災
上
し
、
登
画
が
焼
損
し
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。

―
月
２６
日

（月
）
は
、
貴
童
な
文

化
財
を
守
る
た
め
、
荒
谷
毘
沙
閑

堂

（日
中
・多
聞
沖
社
）
で
消
防
卓

が
出
勤
し
て
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・

午
前
Ю
時
頃
、
神
立
保
有
園
前

の
サ
イ
レ
ン
が
嗚
り
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成

１５
年

は
前
年

に
比

べ
救

急

・
火
災
と
も
減
少
し
ま
し
た
が
、

４３
件

の
火
災
中
建
物
火
災
は
２４
件

を
占

め
、
出
火
原
因
と
し
て
「鍋
の

人
の
か
け
恙
れ
」
「電
気
関
係
」
が

多
く
、
次

い
で

「た
ば
こ
」

「火
遊

び
」
「
ス
ト
ー
ブ
」
と
な

っ
て
い
ま

〉

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

お
出
か
け
前

の
火
の
え
の
点
検

を
趙
が
け
ま
し
ょ
う
。

の 生

救 急 動

,耳

平成 14年

1月 ～ 12月

平成 15年

1月 ～ 12月
増減′′

湯  沢  町 ■ 件 9件 -2件
塩  沢  町 10件 14件 +4件
′ ヽ 日  町 13件 12件 一

｀
1件

大  和  町 10件 8件 -2件
南魚沼郡内計 44件 43件 -1件

平成 14年

1月 ～ 12月

平成 15年

1月～ 12月
増減

湯 沢 分 署 852件 828件 -24件
魚 沼 消 防 署 1, 709件 1,692,作 -17件
大 和 分 署 352件 3″件 -25件
△
口 計 2, 913件 2,8守 件 -66件

よろず相談

毎週月曜日から金曜日

9:00～ 17:lXl
(土日祝日。年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です),

法 律 13:30ヘン16:00
2日 ,9日 ,16日
23日,26日

、医 療 13:30-15:30 4日

痴 呆 14:00ハΨ16:00 18日

公的年金・保険 13:30～ 15:30 3日

税 金 10:00～ 12:00 13日

健康・ 介護 10:00～ 16:00 12日

高船者 とその衆疾のよろず相装
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方マが抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けしています。

相談電話 025-285-4165
(新潟市上所2-2-2 新潟ユニゾンプラザ3階 )

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に
役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知ら
せしています。         ・

～ 2月 2日  「確定申告で税金が戻る場合」
2月 3日～ 2月 17日  「家計と環境に優しい節約アイディア」
.、2月 18日～ 3月 3日  「ボケを防ぐ生活」

テ レホ ンサ ービス
雷 025-28卜 5550(24時間年中無休)

広報ゆざわ Hl&1.25  (8)



「都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

（案
）
に

関
す
る
公
告

・
縦
覧
の
お
知
ら
せ

県
で
は
、
「湯
沢
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

（＝
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
策
定
に
あ
た
り
、
次
の
と

お
り
都
市
計
画
案
の
公
告

・
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
新
潟
県
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

《
都
市
計
画
案
の
内
容
）

「湯
沢
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

《
縦
覧
日
時
》

２
月
１３
日

（金
）
～
〃
日

（金
）
（土
曜

・
日
曜
を
除
く
）

午
前
８
時
罰
分
～
午
後
５
時
１５
分

《縦
覧
場
所
》

・
湯
沢
町
役
場
建
設
課

・
六
日
町
土
木
事
務
所
計
画
調
整
課

《
問
い
合
わ
せ
》

県
土
木
部
都
市
局
都
市
政
策
課
都
市
計
画
係

硼
０
２
５

●
２
８
０

ｏ
５
４
２
９

■湯沢町の交通事故発生状況■

平成 15年は、平成 14年に比べ事故件

数及び負傷者数がともに減少していま

す。

気持ちも新たに安全運転を実践しま

しょう。そのためには、まず正しい運転

姿勢を保つことが大切。また、シートベ

ル トとチャイルドシートの着用は運転

の基本です。車に乗ったら、必ず着用し

ましょう。

平成

15年

平成

14年
増減

発生件数 59イ牛 834牛 -24件

死 亡 者 2人 3人 -1人

員傷者数 87人 118人 -31人

(平成 15年 1月 ～ 12月末現在)

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

高
等
学
校
教
育
を
　
　
　
´

柔
軟
な
学
習
形
態
を
と
る
定
時

制

。
通
信
制
課
程
の
生
気
を
次
に

よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

【定
時
制
課
程
】

《
募
集
し
て
い
る
学
校
》

ヽ
単
位
制
に
よ
る
高
等
学
校

新
潟
翠
江
（仮
称
）
、
荒
川
、
長
岡

明
縫
、
堀
之
内
、
出
要
崎
、
高
田
南
´

城
、
新
潟
市
立
明
鏡

・
学
年
制
に
よ
る
高
等
学
校

新
発
田‐
誦

（豊
浦
分
検
）
、
三
条
デ
，１

十
日
町
　
　
　
　
・

《
推
薦
選
抜
》
　

，・
´ヽ
Ｅ

・
出
願
期
間

―
月
２８
日

（水
）
～
３０
日

（金
）

・
面
接
日

２
月
９
日

（月
）
　
　
　
　
　
　
ナ

“

《
一
般
選
抜
》

・
出
願
期
間

２
月
１９
日

（木
）
～
２３
日

（月
）

・
学
力
検
査

３
月
Ю
日

（水
）

【通
信
制
課
程
】

《募
集
し
て
い
る
学
校
》

新
潟
翠
江

（仮
称
）
、
高
田
南
戎

《
一
般
選
抜
》

・
出
願
期
間

２
月
２５
日

（水
）
～
４
月
２
日

（金
）
※
学
力
検
査
は
行

い
ま
せ
ん
が
、

恙
願
者
会
員
に
面
接
を
行
い
ま

孝

ワ

。

【聞

い
合
わ
せ
】

県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

５

●
５

５

１

１

（内
線
３
８
８
１
、
３
８
８
２
、
３

８
８
３
）

地
域
自
慢
で
あ

っ
た

「秋
田
比

内
鶏
」
が
今
地
域

に
元
気
を
与
え

て

い
ま
す
。
そ
の
仕
掛
け
人
が
愛

郷
魂

と
商
人
魂
を
語
り
ま
す
。

【
日
時
】

２
月
４
日

（水
）

午
後
６
時
３０
分
～
８
時

（受
付
　
午
後
６
時
～
）

【
場
所
】

ホ
テ
ル
金
誠
館

全
ハ
日
町
）

【講
師
】

柳
澤

工
彦
　
氏

（秋
田
比
内
や
い
代
表
取
締
役
専

務
）【対
象
】

・
地
域
産
業

の
活
性
化
を
考
え
て

い
る
方

・
経
営
者

と
経
営
幹
部

・
晨
業
関
係
者

【申
込
方
法
】

当
日
、
受
付

に
て
申
込
み
く
だ

共
ヽ
い
。

【
参
加
費
】

十
人
　
―
，
０
０
０
円

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
魚
沼
創
造
事
務
局

ＴＥＬ

７

８

２

●

５

１

６

５

駅
７
８
２

●
５
１
６
弘

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

゛

六百町高等学棋から

のお知らせ

ゑ上、六 日町島等学棋の

武 員や同窓会 を名乗 り、同

窓生の家族から住所や電話

春子、勤務先などを聞き出

そうとする電話う`オロ次いて

います。

六 日町島等学枚では、同

窓生に対 して、電話で聞い

合わせすることはありませ

んので、このような電話に

1ま 十分注意してください。
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『丈夫な筋肉 (転びにくい身体 )づくり』『丈夫な骨 (痛み力
ヾ
なくた

とえ転んでも骨折しない身体 )づくり』の教室です。全身を動かし、
運動後の爽快感を体感しましよう。

【日程】

【参加費】 100円 (申し込みは不要)

【間い合わせ】 在宅介護支援センター T[と 784-3000

三
国
川
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
平

成

１４
年
度
か
ら
委
員
会

に
よ
り
、

「
三
国
川
ダ

ム
水
源
地
域

ビ
ジ

ョ

ン
ス
三
国
川
ダ
ム
水
源
地
域
の
将

来
像
）
に
つ
い
て
策
定
し
て
き
ま

し
た
。
普
さ
ん
が
住
ん
で

い
る
地

域

の
個
性
を
上
手

に
生
か
し
、
組

織

づ
く
り
、
活
動
計
画
等
を
普
さ

ん
と

一
緒

に
考
え
、
将
来

と
も
に

自
立
的
、
持
続
的
な
活
性
化

の
実

現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
「
三
国
川
ダ
ム
水
源

地
域
ビ
ジ

ョ
ン
」
に
つ
い
て
広
く

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

い

た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。
締
切

は
、
２
月
４
日
ま
で
で
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

は
光
陸
建
設
ス
済
会
湯
沢
支
所

砒
７
８
４

ｏ
１
５
７
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
訂
ご

く
と
≡

・
Ｊ
「
【
・ヨ
一
一計
・
い
ｏ
・
」
ｏ
＼
∽
ゆ
”
ｇ
「
一＼

Ｅ
メ
ー
ル
…
８
窪
「
さ
ぎ
ぎ
ユ
声

Ｃ
計
ｏ
一・
ｏ
「
・
」
ｏ

・
起
業
を
支
援
し
ま
す

創
業
を
行

い
非
自
発
的
離
戦
者

等
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対
し

て
、
創
業
経
費
の
３
分
の
―
か
ら

３
分
の
２
（上
限
あ
り
）
を
支
援
す

る
制
度
と
し
て
、
「地
域
雇
用
受

皿

事
業
特
別
奨
励
金
」
、
「受
綸
資
格

若
創
業
支
援
助
成
金
」
及
び
「高
年

船
堵
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助
成

金
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
所
定
外
労
働
時
間
を
短
縮
し
労

働
者
を
雇

い
入
れ
た
事
業
主
の

方
を
支
援
し
ま
す

一雇
用
情
勢
が
患
化
し
た
地
域
に

お
い
て
、
労
使
の
合
意
に
よ
り
労

働
時
間
の
短
縮

（所
定
外
労
働
時

間
の
短
縮
を
含
む
）
と
そ
れ
に
伴

う
賃
金
の
減
額
を
行

い
、
非
白
発

的
失
業
者
等
を
雇

い
入
れ
る
事
業

主
に
対
す
る
支
援
制
度

と
し
て

「緊
急
雇
用
創
出
特
別
奨
励
金
」
制

度
が
あ
り
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

◆
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励

金
に
つ
い
て

（財
）
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
ダ
ー

新
潟
事
務
所

砒
０
２
５
●
２
９
０
●
６
８
１
０

◆
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創

出
助
成
金
及
び
緊
急
雇
用
創
出

特
別
奨
励
金
に
つ
い
て

（社
）
新
潟
県
雇
用
開
発
協
会

砒
０
２
５
●
２
４
１
●
３
１
２
３

◆
受
給
資
格
者
創
業
支
援
助
成
金

に

つ

い
て

六
日
町
公
共
職
業
安
定
所

ＴＥＬ

７

７

２

●
３

１

５

７

―
月

２４
日
よ
り
童

画
展

の
作
品

展

示
場

と
し

て
リ

ニ

ュ
ー

ア

ル

オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

展
示
宣

に
は
常
時
約
３０
点

の
こ

と
れ
ま
で
の
童
画
展
入
賞
作
品
が
展

示
さ
れ
て

い
ま
す
。
展
示
室

の
み

の
ご
利
用
は
無
料
と
な

っ
て
い
ま

孝

ツ

。「宿
場

の
湯
」
の
ご
入
浴
と
併
せ

て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

宿
場

の
湯

租
７
８
９

ｏ
５
８
５
５

４
日

（水
）

相
談
員

武
成
芳
枝

‐８
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
冶

高
橋
ト
ミ
エ

２５
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
秀
夫

南
要

ミ
ヨ
ン

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
ダ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
●
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

券
ツ

。

Ю
日

（火
）

午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
高
橋
　
昇

【場
所
】

湯
沢
町
公
民
館

高
精
杉
本

―粂:

の |
会  場 期  日 時  間

神立中央会館 (栄町) 10日の 24日の 9 :30ヘン11 : OC

神立中央集会場 (田中) 6日◎ 20日③ 10 : 00ヘン11 : 3C

農山村開発総合センター 2日Θ 16日Θ 10: 00ヘン 11 :3C
松川生活改善センター 4日⑪ 25日⑪ 10: 00ヘン11 :30
下湯沢公民館 4日⑪ 18日⑪ 10 : 00ヘン11 : 30
□―プウエー事業所 5日⑥ 19日⑥ 10: 00ヘン11 :30

総合福祉センフー
3日の 17日の 10: 15^ヤ 11 :45

12日⑥ 26日⑥ 10: 45-11 :45

拶
わ
展
一・不室

ま
Ｌ
を
■

お

　

・
一

２
月

の

む

」
と

日

２
月

の
一

町   県   民   税  (第 4期 )
国民健康保険税・介護保険料  (第 4期 )
納期限は、2月 2日Θです。
□座振替納付の方は、1月 28日⑪に引き落としさ
せていただきます。

※納付は便利な「□座振替制度」もあります。
ぜひご利用くださしヽ。

広報ゆざわ H16.1.25  (10)



土 縛 。神 立 三 国 ・ 三 俣出  し  方 湯  沢  東 湯  沢  西区 分

⑪・⑥・①1注)のとおり。 O・ ⑪・④ (11日休み)み可  燃
10日・ 24日 13日・27日 18日12日・ 26日ダ ン ポ ー ル

3日 6日 4日紙 類 ・ 布 類

組を十字にかけ

る。 5日
25日19日 17日 20日′ミ ・ン  ト 月ド ト  'レ

4日 6日・20日f3日・ 17日 5日・ 19日空   き  缶
12日 18日 13日10日空 き び ん

26日 25日 27日

不燃ごみ指定袋

に入れる。

袋を二重にしな

いこと。 24日その他の不燃ごみ

お願い

O携帯用ガスボンペ、スプレー缶等は、穴を開けてから不燃ごみとして出してください。 (処理の途中で爆発事故
がありました。)                            メ

012月 中にテレビのブラウン管を巧みに不燃ごみに混入して出しているケースが 5件あ
′
りました。家電リサイ

クル法の施行により、家電 4品日 (テレビ、冷蔵庫、エアコン、洗濯機)は収集できません。購入先に引き取っ
た てもらうか、リサイクルセンターヘ搬入してください。      一    ′

集又Ｈ「み】゙
」

∞ 露 蔭 鶴 鰯 鱒

※問い合わせ 784-3453

・※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内日 784-´ 3149)
Iつ
〉

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内 784-3149)  ・ヽつ

◎持参するもの :‐母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内においでください。機種料金は無料です。

詳しくは、平成 15年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。

時 間 会 場象対日 種 目

lG00～ 1400 や す ら ぎ 荘精神に障害をお持ちの方3⑪ ふ れ あ い サ ロ ン
保 健 医 療 セ ン タ ー12:(Xl′ ・゙16:00リ  ハ  ビ  リ4⑪
総 合 福 祉 セ ン タ ーH14.6月 、7月 生まれ 1&lXl～ 1&15(受付)5⑥ 1歳 6ヶ 月″児 健 診

ユЫ腑～ 1400 や す ら ぎ 荘精神に障害をお持ちの方10⑪ ふ れ あ い サ ロ ン

儀30集合H14.11月 、12月 生まれ

1900集合
総合福批センターデ

H15。 1月、2月 生まれ
12⑮ 1歳 むし歯予防教室

10:00へ′14:00 や す ら ぎ 荘精神に障害をお持ちの方17の ふ れ あ い サ ロ ン

保 健 医 療 セ ン タ ー12:00～ 16:00リ  ハ・ ビ  リ18①
総 合 1福 祉 セ ン タ ー予約が必要 14:(Xl～ 16:0024 CD 心 の 相 談 会

12:lXl～ 16:lX) 保 健 医 療 セ ンタ 上25⑪ り  'ヽ   ビ  リ
1&00～ 1&15(受付) 総 合 福 祉 セ ン タ ーH15.4月 、10月 生まれ26⑥ 乳 児 健 診

総 合 福 祉 セ ン タ ー
'     10:00集

合H15.σ月～ 8月 生まれ27④ 離 乳 食 教 室

生 行 事保 健

会 場 。時 間日 類種 象対

麻  し  ん 生後 12～
90ヶ 月の間に 1回機種

(1歳を過ぎたらなるべく早く受けることが望ましい)3⑪
保健医療センター内

健康増進施設

14:00-15:001期 :生後 3～ 90ヶ 月の間に3～ 8週間の間隔で3回接種

1期追加 :3回目接種後、おおむね 12～ 18ヶ 月おいて 1回接種24C動 三 種 混 合

予 防 接 種

④麻しん 、⑤風しん ⑥日本脳炎②ポリオ ③三種混合①ツ判 クリン・BCG
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日 受 付 時 間 内  科 外

10 9:00～ 16 i lX〕

・ 18:00.■登朝む!.oo
休 日 救 急 診 療 所 囲773-6688
ゆ・きぐ箕と美:鶏:総‐ざ:残1院―.工爾脇曝す21lT・

休 日

7① 12:00  - 18:00.生8:00～翌観 6i.00
中  澤 ・ 医  院
ゆきぐ.tと大秀露総

―
合.病
]院
■
団773--3211
趨1肺

:■
1211工i

ゆきぐに

80 9:〔Xl ～ 16:00
18:∞ ～翌親 6Ⅲ00

休 日 救 急 診 療 所 囲 773-6688
‐犬 ..a‐ 吋

十
 病I .碗

■
繭 772'7111‐

診 療日

110 9:00 - 16:00118:00～翌朝6:.00
休 日 救 急 診 療 所  囲773-6688

:・お
・
きぐ
-1事

末頼裕I合病1院 
―
組 777●2111!

日 所

140 12:00  ～ 18:0018:oo～翌華月6:00
柱状
・工〈・

院  囲 776-2015
■碗 1爾 77分■7111.

内  医
日|_・町  病

日 町一〈
一一エ

150 9:(Xl ハΨ 16:00
18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所 団 773-6688
ゅきぐに大和総合病院 1翻i7771■.21111

日 所

21① 12:00  - 18:0018:00～翌親.6:100
城 内 病 院 囲 7752009
・ゆきぐに大和―総合病院 ■趨777■ 2由 1

ゆきぐに

220 9:00 ～ 16:〔 X〕18:00～翌朝.6:00
囲 773-6688
国‐7″2■ ゲ1■ .

休 日 救 急 診 療 所
六 _E 町  病

―
院
―

日

一
所

!母

28① 12:00  - 18:0018:00～翌朝 6.:.00
高  橋  医
六  日 …町il 病―

784-2410
772-角 11■
囲

，圃

院

院
日

町 i

290 9:(X)～  16:lXl18:00～翌朝 6 i CXl
日 急

に 大

日 急 診

大 和

※問い合わせ 日曜・祝日⇒休日救急診療所 TEL 7 7 3-6688
その他の日 E〉 魚沼消防本部  TL 7 82-1991

(テレホンガイド)

医療 →斎藤記念病院 T巳 773-5111

●保健医療センターでは 24時間、救急

患者を診療する体制をとっていて、当

番にあたっていない日でも対応して

います。もし救急で受診されたい時は、

まず保健医療センター (砒 780-
6543)ま でご連絡 ください。ホーム

ページ (http://yuzawamed.jp/)で 保

健医療センターの利用等についてご

覧いただけます。

!月の救急診療当番
日

1月 31日 (土)の救急診療当番が変更となりました。ご了承 ください。
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コ
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さ
ん

一
夫

さ
ん

村
重

さ
ん

の
ぶ

さ
ん

フ
サ

さ
ん

ト
ヨ
子

さ
ん

（諏
訪
、
８０
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（浅
貝
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訪
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、
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受 付 時 間 内.・ 科 外  科
12:00  ～ 18:00
18:00～翌朝 6:00

保 健 医 療 セ ンデタ ー  囲 780-6543
六  日  町 :■病  院 :圏 1772■ 7111

院

院

病

病

町

町

日
・猥

一〈
一一人

ヒ

し
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ま
駿甥鍵勢蘊隆

12月届出分 1月 1日現在  価年とと)

出生

死亡

転入

転出

5

13

31

27

男   4,363

女   4,539

計   8,902

世帯  3,161

(- 49)

(- 66)

(-115)

(- 30)

広報ゆざわ H16.1.25  (12)


